
局 部 課

3 年度

9

10

人

無

事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

本庁

事業開始年度

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

4

事業の概要

実施根拠
学校給食法

（根拠法令、条例等）

指標名

無 現状値

年度

―

Ⅰ．基本情報

無 取組      ―     

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略

取組の方向性 ―

2 関連計画

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ―

―

目標値

―

―

令和6年度　事務事業評価シート（１）

[ 令和5年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

―

寄与

する

KPI

ゴール

有・無 指標名

―

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

有・無

事務事業名 中学校給食事業 事業番号 038-101

担当部署名 教育委員会事務 学校管理 学校給食

施策― 　―　

   ―   ターゲット

―

― 目標値

平成 28

公民連携・協働事業 ―

点検対象年度 令和 7

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

堺市立中学校において、安全安心な学校給食を生徒に提供する。

5

堺市立中学校生徒　20,393人（R5.5.1時点）
対象数 単位

20,393

日

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

堺市立中学校において、家庭弁当の良さと学校給食の良さの双方を活かすことができる選択制での学校給食を、民間調

理場を活用したデリバリー方式で実施し、生徒に提供する（ただし、大泉中は試行的に全員喫食の給食を実施）。

主な支出先（委託・補助金・負担金等） 委託業者

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
実績 目標 目標

 喫食率 ％

目標値 20.0 20.0 20.0 20.0

当該指標を選定した理由 選択制給食がどのくらい利用されているかの指標となるため

目標値の設定根拠・算出方法 喫食率　＝　選択制給食喫食者数(食数）　÷　全給食対象者数（食数）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

点検対象年度

実績値 9.5 11.0

達成率 48% 55%

令和4年度 令和5年度 令和6年度

給食実施日数

当該指標を選定した理由 事業の活動状況を端的に表すため。

目標値の設定根拠・算出方法 給食実施予定日を設定

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 197 196 197

実績値 187

95% 100%

196

達成率



事業コスト ※当初予算には、前年度からの繰越分を含む。

（ ）

14

15

6,160 1,708

1,625 1,625

0 0

2,450 2,450

決算

371,733

中学校給食事業 事業番号 038-101

令和6年度　事務事業評価シート（２）

13

項　　　目
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事務事業名

0

財

源

内

訳

国支出金 4,320

令和6年度

Ⅲ．投入量

（単位：千円）

事業費  (a)

0 0

市債 0 0

決算

379,774 375,560 375,797 385,750

4,452

その他

府支出金　

受益者負担金(使用料、手数料等）　 0

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 396,174 391,960 390,917 400,870

375,560 371,477 381,298 390,835

人件費  （ｂ） 16,400 16,400 15,120 15,120 38,210

2,621 2,621

3,034

年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

事

業

費

内

訳

項　　　目

予算

決算 8,195

3,360 3,360 R6

中学校給食調理等業務

31,375 R6 予算

R5 決算 31,370 31,370 R5 決算
会計年度任用職員報酬

3,034
手数料（廃棄物処理手数料等）

R5 決算

事業費

2,643

R6 予算 309,585 309,585 R6 予算

R5 決算 314,724 314,724

5,791

令和4年度

326,011

R5 決算 3,100 3,100 その他（通信運搬費、期末勤勉

手当（会計年度任用職員）等）

R5 決算

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

① 選択式学校給食のべ食数 食

Ⅳ．事業の効率性

備考（算出についての説明等）

19

R5

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見

18

■給食予約システム利用に係る学校や保護者、生徒へのサポート等の取組の効果により、喫食率は増加傾向にある。

■物価高騰等の理由から年間経費は増加したものの、喫食率の上昇（食数の増）により、単位当たり経費である食数1食当たり経費は減少した。

　「学校給食衛生管理基準」に基づき、献立作成や物資の調達、調理業務に至るまですべての段階において安全衛生管理を徹底した安全・安心な

給食を提供し、堺市立中学校に在籍する生徒の心身の健全な発達に寄与した。

R6 予算 8,196 8,196 R6

その他使用料及び賃借料（ＩＴ経費）

（中学校給食予約システム使用料）

決算 当初予算 決算

学校給食運営業務
R5 決算 14,487 14,487 中学校給食予約システムセキュリ

ティ対策機器保守業務

R5 決算

中学校給食予約システム運用業

務

R6 予算 29,706 23,915 R6 予算

事業費の内訳 （単位：千円）

一般財源 379,774

当初予算

0

うち

一般財源

396,626

434,836

2,981 2,981

2,643

2,450 2,450

予算 4,314 4,314

R5

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

② 上記①にかかる年間経費 千円

学校給食牛乳パックリサイクル業務

単位区　　分

R6 予算

学校給食費預金口座振替パンチ

業務

単位当たり経費

17

16

391,960

1,202

8,195

R6 予算 31,375

令和5年度

398,255

1,071


